





ヨーロ ッパの北東隅に位置している。 かつ、 この島は、12世紀の半ばに、 時のイ ング
ラ ンド王ヘンリ2 世がローマ教皇ハドリアヌス4 世からその領有権を認められて以来、
イ ングラ ンド王領であった。 このように地理的にも歴史的にも、 アイルラ ンドはまご
うことなく 「旧世界」 に属している。 しかし同時に、16世紀から17世紀にかけて、 こ
の島には、 当時のイ ングラ ンド人にと って蓄財と出世のチャンスがこ ろがる、 いわば
北米大陸と同様の 「新世界」 としての側面も備えていた。 いわば、 「旧き新世界」 と
でもいうべき島、 それが近世初期のアイルラ ンドであった。 そして、 じ っさいにその
チャンスを最大限に利用して、 ほとんど文無しの状態でアイルラ ンドに渡りながら、
ブリテン諸島随一の資産を誇る大貴族として生涯を終えることになる人物がいた。 初
代コーク伯リチヤー ド ・ ボイルである。 では、 アイルラ ンドの 「旧き新世界」 と して
のアンビヴアレントな特性は、 この成り上がり貴族の家系意識にいかに作用したであ
ろうか。 これを明らかにするのがここでの課題である。 
1 . 「旧き新世界」 アイルランド
12世紀以来イ ングラ ンド王の領土であったとはいえ、16世紀の初めのアイルラ ンド
にあっては、 王領とは名ばかりのものであり、 この島は実質的には軍閥が跋扈する世
界と化していた。 すなわち、 アイルラ ンド先住のゲール系有力氏族の長、 そして、12 
世紀後半から13世紀にかけてアイルラ ンドに侵攻・ 定着していったイ ングラ ンド系大
領主 こ ちらは 「アイルラ ンド人より もアイルラ ンド人的」 な 「堕落したイ ングラ ン
ド人」 などと呼ばれるようになっていく 、 その両者がと もに、 もとはスコ ット ラ ン
ドから入ってきた 「ギヤロウグラス」 と呼ばれる軍事専門集団を雇って、 中小の領主
を支配下に置き、 イ ングランド王権から独立した地域支配権を確立し、 軍閥化してい
たのである。 そのため、 イ ングラ ンド王の代理であるダブリ ン総督を通して、 国王の
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威令が直接及んだのは、 ダブリ ン周辺の 「ペイル」 (柵) と呼ばれた地域に限られて
いた。 アイルラ ンドの大部分を成す 「ペイル」 の外は軍閥割拠状態だったのである。
このようなアイルラ ンドに対して、 イ ングラ ンドのテューダ一王権は、1540年ころ
から本格的な 「改革」 を企てるようになる。 その日的は、 アイルラ ンドにおけるイ ン
グランド王権の一元的支配の確立である。 そのためには、 軍閥を取り込み、 かつこれ
を解体する必要があった。 王権は硬軟両方の手段を使い分けながら、 この目的の達成
を目指していく。 交渉と説得が柔軟な手段であり、 具体的には後世の歴史家が名づけ
たところの 「譲渡と再授封」(')、 地方長官・ 評議会制度の導入(2)、 「 コ ンポ ジ シ ョ ン」(3) 
などがある。 一方、 強硬な手段とはすなわち強権発動であり、 反乱鎮圧、 土地の収公・ 
再分配そしてイ ングラ ンド人の入植というかたちをと った。 「改革」 は部分的には進
んだものの、 あちらこちらで頑強な抵抗も招き、 結局、 最終的には、 北部アルスタ地
方のゲール系軍閥連合の反乱= 「九年戦争」(1594-1603年) の末に、 軍事的な 「再
征服」 によって、 多大な時間と膨大な人的・ 物的資源を費やしたうえに、 「改革」 の
日的はひとまず達成されることとなった。
ところで、 先に強硬手段として挙げた土地の収公・ 再分配・ 入植一 これらを合わせ
て、 「植民」 と呼ぶことにする一であるが、 これには大きく3 種類あった。 国家事業
としての 「植民」、 国家の公認のもとに私的事業者が行った 「植民」、 そしてもっと小
規模かつ散在的な性格のものであるが、 これも国家公認の私的活動として行われた隠
匿地摘発である。
これらの 「植民」 は、 テューダ一王権によるアイルラ ンド 「改革」 の手段であった
が、 同時に、 イ ングラ ンドの没落エリート、 あるいは成り上がり志向のノ ン ・ エリー
トにとっては、 土地の取得・ 蓄財の手段でもあった。 近世初期のアイルランドが 「新
世界」 であったというのは、 この意味においてであった。 じ っさい同時期に北米植民
を試みたイ ングラ ン ド西部のジェ ント リたち、 たとえばリチヤー ド ・ グレンヴイル、
ハンフリ ・ ギルバート、 ウオルタ ・ ロー リなどは、 アイルラ ンドでの 「植民」 にも深
く関与している。 つまり、 ヨーロ ッパのなかにあり、12世紀以来イ ングランド王領で
あったという点では 「旧世界」 であるけれども、 一旗揚げよう という16世紀イ ングラ
ンド人にと ってはまさ し く 「新世界」 だったのである(4)。 
2 . リチヤー ド ・ ボイルの蓄財
16世紀のテュー ダ一朝のアイルラ ンド再征服は、 その結果として3 種類のエリート
をアイルラ ンドに成立させた。 すなわち、 先住のゲール系である 「オールド ・ アイリ ッ
シュ」、 中世以来のイ ングラ ンド系である 「オール ド ・ イ ングリ ッシュ」、 そして16世
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紀半ば以降に流入 ・ 入植した新参のイ ングラ ンド系 「ニュー ・ イ ングリ ッシュ」 であ
る。 アイルラ ンドが 「新世界」 であったのは、 いうまでもなく この第3 の新参エリー
ト、 「ニュー ・ イ ングリ ッシュ」 にと ってであったこ とはいうまでもない。 なかでも
「新世界」 たる側面を最大限に利用した 「ニュー・ イ ングリ ッシュ」 の代表格ともい
える人物、 それがリチヤー ド ・ ボイル(1566-1643年 ) である。 イ ングラ ンド ・ ケン
ト州カ ンタベリ生まれのかれが、1588年にアイルラ ンドに渡来したさいに所持してい
た金は、 わずかに27ポンドほどだったという。 それ力晩年には、 地代年収20,000ポン
ドという ブリテン諸島随一の大地主にして、 コーク伯爵を授爵し、 ロ ンドンでチヤー 
ルズ 1 世の枢密顧問官と もなっていた。 まさ しく立志伝中の人物である(5)。
リチヤー ドがここまで成り上がるには、 もちろん相当の悪事を働いていることはい
うまでもない。 かれが有することになる資産は、 その出自で分類すると大きく3 つに
分けるこ とができる。 第一に、 最初の妻ジ ョオン・ アプスリ との結婚を通じて得たア
プスリ家の土地、 第二に、 ヴァー ジニア植民で有名であるが、 アイルラ ンド 「植民」
にも深く関与していたウオルタ ・ ロー リから安値で買いたたいたマンスタ地方の広大
な土地、 第三に、 隠匿地摘発で得た土地である。 この三番日にあげたものが、 じつは
リチヤー ドのアイルラ ンドにおける蓄財の第一歩であり、 しかも、 中央(ダブリ ン総
督府) の役人と結託して、 きわめて不正なかたちで取得したものであった(6)。 
3 . リチヤー ド ・ ボイルの家系意識
いく ら資産を蓄えても、 それだけでは、 ただの成り上がり者にすぎない。 エリート、
すなわちジェ ントルマ ンとみなされる、 ま しては貴族に叙せられるほどの社会的上昇
は達成できない。 当時社会的上昇に必要なのは、 なんといっても家柄であった。 出自
の卑しいものにと っては泣きどころであろう。 この弱みを克服するもっと も近道は、
家柄の高い家系の縁戚になるこ とであった。 じ っさい、 リチヤー ドはあの手この手を
駆使して縁戚づく りに励んでいる。 まず、 自らの結婚だが、 最初の妻ジョオンが亡く
な ったあと、 かれはキヤサリ ン ・ フ ェ ント ンと再婚した。 このキヤサリ ンは、 アイル
ランド総督公設秘書官長(国務卿) を長年務め、 隠匿地摘発でも要となる官職を保有
する中央の高官サー ・ ジェ フリ ・ フ ェ ント ンの娘であった。 リチ ヤー ドはアイルラ ン
ドに渡ったあと、 この人物に近付いてパトロ ンとすることに成功し、 隠匿地摘発でも
結託していた。 そのパトロンの娘を後添えとして得ることになったのである。 またフェ
ント ン家は、 チヤールズ1 世の有力廷臣で大法官、 大蔵卿を歴任するサー・ リチヤー 
ド ・ ウェスト ンと も縁戚関係にあり、 リチヤー ドは妻を通してイ ングラ ンドのエリー 
ト一族とのつながりをも誇示できるこ とになった。 
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もっと もわが身は一つしかないのであるから、 自身の結婚による縁戚づく りには限
りがある。 そこでかれが利用したのは、 自分の娘たちであった。 かれは生涯に8 人の
娘をもうけているが、 アイルラ ンドにおける縁戚作りに限っていう と、 二女のサラは
メ リ フ オントのムア男爵(のち ドローイ ダ子爵) の息子 ト マス ・ ムアに、 五女のキヤ
サリ ンはダブリ ン大主教 ト マス ・ ジ ョー ンズの孫で、 ラニラ子爵ロ ジヤー ・ ジ ョー ン
ズの息子アーサー ・ ジ ョー ンズに、 六女の ドロ シイはアーマー と ダブリ ンの大主教を
務めたアイルラ ンド国教会の大物アダム・ ロフタスの孫で、1636年にアイルラ ンド大
蔵卿となるサー ・ アダム ・ ロ フタ スの息子アーサー ・ ロ フタ スに嫁がせた。 これらは
いずれも、 自らと同じ 「ニ ュー ・ イ ングリ ッシュ」 であるが、 アイルラ ンドにおける
名家の地位を確立していた家系である。
しかし、 興味深いのは、 むしろ長女アリ スと四女ジ ョオンのケースであろう。 アリ
スはパリモア子爵 (のち伯爵) デイ ヴイ ド ・ フイ ツツデイ ヴイ ドに、 ジ ョオ ンはなん
と第16代キルデア伯爵ジ ョー ジ ・ フイ ツツジェラルドに嫁いでいる。 この両家はいず
れも中世以来の 「オール ド ・ イ ングリ ッシュ」 で、 と く に後者のキルデア伯家は、 イ
ングランド系三大貴族のひとつに数えられる名門中の名門である。 同家の長は15世紀
末から16世紀初めにかけてはアイルラ ンド総督職をほぼ独占的に歴任しており、1534 
年にヘンリ8 世に対する反乱をおこ して一時取り潰しの憂き目にあったものの、 のち
にメ アリ1 世に許されて家門を復興していた。 では、 なぜ、 このような名家名門が、
かれらからみれば素性のはなはだ怪しいリチヤー ド ・ ボイルの娘などとの婚姻を受け
入れたのであろうか。 それはひとえに、 かれらが経済的に逼迫して大借金を背負って
いたからにほかならない。 金持ちの成り上がりの娘と、 経済的に逼迫した名門の息子
マリ ッ ジ ・ ア ・ ラ ・ モード
の結婚、 かの有名な18世紀イギリスの風刺版画家ホガー スが描く 「当世風結婚」 の世
界を彷彿させる光景である。
では、 リチヤー ドにと っては、 パリモア子爵家やキルデア伯爵家といった 「オール
ド ・ イ ングリ ッシュ」 と縁戚になるこ とにどのよ う な意味があったのだろ うか。
そもそも、 「ニュー ・ イ ングリ ッシュ」 にと っての 「新世界」 であるアイルラ ンド
において、 「オールド ・ イ ングリ ッシュ」 は、 排除し、 その富を奪うべき邪魔な存在
のはずである。 「ニ ュー ・ イ ングリ ッシュ」 のリチ ヤー ド ・ ボイルが、 そう した先住
民と縁戚関係を結ぶ必要性はいったいどこにあったのか。 それは、 やはりその家柄の
古さ、 伝統にこ そあった。 ムア家、 ジ ョーンズ家、 ロ フタ ス家も 「ニ ュー ・ イ ングリ ッ
シュ」 のなかではそれなりに名家である。 しかし、 かれらはアイルラ ンドに定着して、
たかだかまだ三代日ほどにすぎなかった。 パリモア子爵家やキルデア伯爵家とは比べ
るべく もないのである。 出自の卑しいリチヤー ドにすれば、 「ニュー ・ イ ングリ ッシュ」
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の名家との縁戚作りも大事であったろうが、 それ以上に、 中世以来の 「オールド ・ イ
ングリ ッシュ」 の名門と縁戚関係を築く方が、 その弱みを克服する点ではるかに重要
だったのであろう。
しかし、 そもそも 「新世界」 である地において、 入植者がその伝統のなさを恥じて、
先住民と縁戚関係を作らなければならないというのは、 考えてみると奇妙なことであ
る。 北米でこのようなこ とは絶対にありえなかったであろう。 これはまさし く、 「旧
世界」 と 「新世界」 両方の顔をもつアイルラ ンドであればこそ起こる話だったのであ
る。 
<註>
(1) 「譲渡と再授封」surrender and regrant : ゲールの族長にアイルランドにおける王の主権を認
めさせると と もに、 王はかれらを貴族に叙した。 同時に、 一族の有資格者のなかから族内の
推挙で継承者を決めるゲール的制度 イ ングラ ンド人はこれを 「タニスト リ」tanistry と呼
んだが、tanist= tanaiste とはゲール語で第二位の者という意味で、 族長存命中から、 後継者
争いを避けるために、 次期族長候補に族長から指名されていた者を指す一を廃して、 イ ング
ランド的長子相続制度を受容させ、 その領地支配を安堵した。
(2) 地方長官・ 評議会制度provincial presidency and council : 総督府のあるダブリ ンから遠隔の
地方に、 国王役人を長官として派遺し、 当該地方を統括させようとした。 地方長官には、 軍
閥の勝手な行動を抑制しうるだけの手兵がつけられた。 ただし、 一方的に抑えつけるだけで
は、 軍閥も収まらないので、 軍閥を地方評議会のメ ンバーに取り込み、 地方長官を補佐させ
て、 当該地方の統治の責任を分担させよう とした。 中央から派遺される長官と現地の実力者
で構成される評議会を両輪に、 地方の平和(法と秩序) を実現するというのが、 この制度導
入の狙いであった。
(3) 「コンポジション」composition : 軍閥は、 その私兵団維持のために、 支配下の住民に恣意的
に物資を徴発する権利や、 兵士を民家に宿営させる権利を有した。 これをイ ングラ ンド人は
ゲールの慣習的権利であり、 悪弊とみて 「コイ ンとリ ウ゛ ァリ」coyne and livery と呼んだ。
この軍閥の有した恣意的な慣習的権利を廃して、 代わりに地域住民には、 地方長官の手兵を
維持できるだけの納税を定期的に課すという仕組み。
(4) 以上、 詳し くは、 拙著 『「王国」 と 「植民地」 一近世イギリス帝国のなかのアイルラ ンド』
(思文閣出版、2002) 第 1 部 「テューダ一朝のアイルランド再征服」 を参照のこと。
(5) もっと も、 わが国ではリチヤー ド ・ ボイルその人を知る人は多 く はあるまい。 むしろ 「ボイ
ルの法則」 -一定温度にある一定量の気体の体積は圧力に反比例するという一で知られる化
学者ロバー ト ・ ボイルの父親と紹介した方が通りはよかろう。
(6) 隠匿地摘発の手続き、 ならびにボイルによる不正について詳し く は、 拙稿 「あるアイルラ ン
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